
ら
わ
れ
ず
に
、
利
用
し
や
す
く
な
お

か
つ
開
設
期
間
も
延
長
で
き
る
よ

う
な
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
く
。�
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日
清
紡
跡
地
開
発
地
内
の
大
型
バ
ス

駐
車
場
の
設
置
に
つ
い
て�

【
問
】
足
立
区
の
観
光
地
と
い
え
ば
、

西
新
井
大
師
が
最
も
有
名
で
あ
る
。

関
東
の
三
大
師
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、

大
型
バ
ス
の
駐
車
場
が
な
い
。
そ
こ

で
、
西
新
井
駅
西
口
再
開
発
事
業
地

内
に
大
型
バ
ス
の
駐
車
場
を
設
置
す

べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。�

　
早
急
に
公
団
と
協
議
す
る
考
え
は

な
い
か
。�

【
答
】
日
清
紡
跡
地
開
発
に
つ
い
て

は
、
区
と
都
市
基
盤
整
備
公
団
と
の

基
本
協
定
及
び
住
宅
等
の
整
備
に
関

す
る
覚
書
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
駐
車
場
を
設
置
す
る
計

画
は
な
い
。
今
後
は
、
西
新
井
駅
西

口
周
辺
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

大
型
バ
ス
の
駐
車
場
確
保
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。�

第
二
中
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て�

【
問
】
第
二
中
学
校
は
「
３
年
Ｂ
組

金
八
先
生
」
の
ロ
ケ
地
で
全
国
的
に

有
名
で
あ
る
。
こ
の
跡
地
を
ス
タ
ジ

オ
と
し
て
提
供
し
、
撮
影
場
所
と
し

て
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
資
料
館
と

し
て
使
用
し
た
機
材
や
写
真
等
を
展

示
す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
撮

影
時
以
外
は
、
地
元
の
音
楽
家
や
芸

術
家
の
活
動
拠
点
と
し
た
ら
ど
う
か

伺
う
。�

【
答
】
第
二
中
学
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
「
公
有
財
産
の
活
用

構
想
」
の
中
で
、
平
成
16
年
度
に

策
定
さ
れ
る
基
本
構
想
や
基
本
計

画
と
の
整
合
を
図
る
た
め
引
き
続

き
検
討
す
る
。
ま
た
本
校
は
、
築

43
年
が
経
過
し
、
統
合
が
予
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
大
規

模
な
補
修
工
事
が
必
要
と
な
り
、
現

在
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
、

今
後
発
生
す
る
学
校
の
改
築
を
行
う

た
め
に
も
、
第
二
中
学
校
の
持
つ
価

値
を
見
極
め
た
う
え
で
、
そ
の
活
か

し
方
を
考
え
て
い
く
。�

寿
劇
場（
小
劇
場
）の
復
活
に
つ
い
て�

【
問
】
日
光
街
道
西
側
へ
の
回
遊
を

期
し
、
旧
足
立
福
祉
事
務
所
跡
地
に
、

運
営
を
民
間
と
す
る
寿
劇
場
（
小
劇

場
）
の
復
活
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。�

【
答
】
旧
足
立
福
祉
事
務
所
跡
地
に

つ
い
て
は
、
活
用
構
想
で
「
地
域
に

お
け
る
自
治
・
自
主
活
動
の
拠
点
と

な
る
施
設
を
建
設
す
る
。
あ
わ
せ
て

民
間
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
資

す
る
施
設
の
建
設
を
検
討
す
る
。
」

こ
と
と
し
て
い
る
。�

　
従
っ
て
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る

施
設
と
し
て
の
劇
場
の
可
能
性
や
、

建
設
・
運
営
す
る
民
間
事
業
者
が
い

る
か
ど
う
か
な
ど
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。�
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平
成
16
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て�

【
問
】
平
成
16
年
度
一
般
会
計
の
総

額
は
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
5.3
％
、
112
億

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
数

年
の
う
ち
に
西
新
井
や
新
田
な
ど
の

大
規
模
開
発
や
、
日
暮
里
・
舎
人
線

関
連
、
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
大
規

模
事
業
の
進
展
あ
る
い
は
完
成
期
を

迎
え
る
こ
と
で
、
一
時
的
に
も
多
額

の
経
費
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。�

そ
れ
ら
が
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と

い
っ
た
見
地
か
ら
今
後
の
具
体
的
見

通
し
を
示
さ
れ
た
い
。�

【
答
】
包
括
予
算
制
度
の
定
着
化
と

併
せ
、
複
数
年
度
管
理
に
よ
る
中
期

的
な
視
野
で
の
財
政
運
営
の
確
立
が

重
要
で
あ
り
、
現
在
、
具
体
的
な
検

討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

庁
内
分
権
を
さ
ら
に
推
進
せ
よ�

【
問
】
庁
内
分
権
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
予
算
と
同
様
に
、
組
織
・
人

事
に
つ
い
て
思
い
き
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
①
組
織
の
再
構
築

を
新
た
な
視
点
で
行
う
必
要
が
あ
る

が
、
今
後
の
予
定
を
示
さ
れ
た
い
。

②
今
後
の
採
用
計
画
は
、
ど
の
様
な

考
え
方
の
も
と
で
対
応
さ
れ
る
の
か
。

③
人
事
評
価
情
報
を
、
今
後
ど
の
様

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。�

【
答
】
①
各
部
が
、
評
価
、
政
策
立

案
、
調
整
、
執
行
等
の
各
段
階
に
お

い
て
効
率
的
で
自
立
度
の
高
い
安
定

し
た
組
織
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
新
た
な
分
野
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
、
新
た
な
手
法
の
開
発
、
挑
戦
な

ど
、
協
働
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
効

率
的
・
効
果
的
な
定
数
管
理
を
進
め
、

計
画
的
で
適
正
な
採
用
を
行
う
。
③

職
員
各
人
に
関
す
る
人
事
上
の
諸
施

策
に
必
要
な
個
人
別
人
事
情
報
を
計

画
的
か
つ
適
切
に
収
集
し
、
活
用
を

行
っ
て
い
く
。�

「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
」
を
普
及
せ
よ�

【
問
】
高
齢
者
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
を
使
っ
て
心
身
の
機
能
回

復
を
図
る
「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
」
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
厚
生
労
働
省

も
15
年
度
か
ら
介
護
予
防
事
業
の
一

環
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
予
防

が
進
め
ば
、
介
護
保
険
料
の
上
昇
を

抑
え
、
高
齢
者
が
元
気
に
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
区
と
し
て
も
是
非
、
普
及
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う

か
。
ま
た
、「
介
護
予
防
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
結
成
し
、
介
護
予
防
に
努

め
る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。�

【
答
】
平
成
16
年
度
よ
り
西
新
井
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
区
と
し

て
初
め
て
の
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
介
護

保
険
制
度
に
す
る
た
め
、
関
係
各
課

で
連
携
し
介
護
予
防
を
進
め
て
い
く
。�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て�

【
問
】
平
成
16
年
度
の
予
算
案
で
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
助
成
で
、

増
床
１
箇
所
、
用
地
取
得
助
成
１
箇

所
、
用
地
取
得
費
貸
付
２
箇
所
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
整
備
計
画
、
実

現
の
見
通
し
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た

い
。�

【
答
】
今
年
５
月
に
イ
ー
ス
ト
ピ
ア

東
和
で
47
床
を
増
設
、
17
年
５
月
に

足
立
四
丁
目
で
102
床
の
特
養
ホ
ー
ム

を
開
設
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
17
年

度
下
半
期
の
開
設
に
向
け
、
４
施
設

に
つ
い
て
都
と
協
議
を
行
っ
て
い
た

が
、
国
の
補
助
金
削
減
の
影
響
で
、

２
施
設
し
か
採
択
さ
れ
な
い
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。�

学
力
調
査
に
つ
い
て�

【
問
】
都
の
教
育
委
員
会
が
、
中
学

２
年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
学
力
定

着
状
況
と
学
習
に
関
す
る
意
識
調
査

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
活
か
し
て

行
く
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
足
立
区
独
自
に
、
地
域
特
性

を
考
慮
し
た
調
査
を
全
学
年
で
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。�

【
答
】
都
の
調
査
結
果
を
基
に
学
力

向
上
を
阻
む
課
題
を
把
握
し
、「
教

育
活
動
の
改
善
・
充
実
」
や
「
家
庭

と
の
連
携
強
化
」
を
図
り
学
力
向
上

に
向
け
努
力
す
る
。
全
学
年
対
象
の

調
査
は
重
要
な
こ
と
と
考
え
、
学
力

向
上
推
進
会
議
等
で
具
体
的
な
実
施

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。�

全
小
学
校
で
総
合
防
犯
訓
練
を
実
施

せ
よ�

【
問
】
不
審
者
が
教
室
に
侵
入
し
た

と
想
定
し
た
総
合
防
犯
訓
練
が
千
寿

小
学
校
で
行
わ
れ
た
。
教
室
か
ら
安

全
に
児
童
を
避
難
さ
せ
る
具
体
的
な

訓
練
は
教
員
・
児
童
の
防
犯
意
識
を

高
め
る
上
で
も
有
効
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
小
学
校
全
校
で
訓
練
を
実

施
す
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
不
審
者
の
侵
入
に

対
す
る
防
護
盾
や
刺
股
を
学
校
に
配

備
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。�

【
答
】
千
寿
小
学
校
で
の
訓
練
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
高
く
評
価
し

て
い
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
地
元

警
察
や
地
域
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
各
学
校
や
地
域
の
実
情
に
あ
わ

せ
、
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
指
導

す
る
。
ま
た
防
犯
用
具
の
配
備
に
つ

い
て
も
、
各
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ

た
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。�
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新
学
習
指
導
要
領
の
改
正
に
つ
い
て�

【
問
】
先
般
、
中
央
教
育
審
議
会
は
、

小
・
中
学
校
の
「
新
学
習
指
導
要
領
」

の
一
部
改
正
を
答
申
し
た
。
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
学
力
低
下
を
懸
念
し
て
出

さ
れ
た
と
思
う
が
、
教
育
委
員
会
の

見
解
を
伺
う
。�

【
答
】
今
回
の
一
部
改
正
で
は
児
童
・

生
徒
の
個
に
応
じ
た
指
導
の
一
層
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

「
基
礎
を
じ
っ
く
り
学
ぶ
子
」
「
そ

の
先
を
学
ぶ
子
」
そ
の
両
方
に
応
え

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

補
充
学
習
や
発
展
的
な
学
習
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

若
者
の
雇
用
に
つ
い
て�

【
問
】「
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設
か
ら
の
実
績
と
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。
さ
ら
に
、
課
題
を
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
。
Ｐ
Ｒ
を

ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
伺
う
。
ま

た
、
ヤ
ン
グ
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
北
千

住（
Ｙ
Ｊ
Ｓ
北
千
住
）と
連
携
し
、
若

年
者
対
策
を
充
実
さ
せ
、
小
・
中
学

校
の
総
合
学
習
に
お
い
て
学
習
で
き

る
よ
う
、各
種
職
業
紹
介
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ソ
フ
ト
を
配
置
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。�




